
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 15 回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 24 年 12 月 5 日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長、大平栄子学長補佐 

清水雅彦学長補佐、田中昌弥学長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、鶴田清司初等教育学科長 

新保祐司国文学科長、儀部直樹英文学科長、進藤兵社会学科長、大辻千恵子比較文化学科長 

杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、稲垣孝博外国語教育研究ｾﾝﾀｰ長、小林正人学生課長 

重原達也総務課長 

欠席者：田中一利理事 

 

■挨拶 

加藤祐三学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）初等教育学科専任教員（数学）の採用ついて（投票） 

 ○専任教員の採用について投票が行われ、投票の結果、信任多数により承認。 

   

（2）英文学科専任教員（英文学「小説」）採用の審査報告及び結果報告について 

 ○担当より資料 2に基づき説明、審議の結果、学科からの報告通り今年度は採用を見送ることとなった。

来年度の採用人事にするかは、今後のヒアリングで決めていく。 

 ＊各学科の人事要望のヒアリングは、年明けから順次行っていく。 

 

（3）大学院非常勤講師の担当科コマの発議について 

 ○担当より、資料 3に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・地域社会理論研究Ⅰ、Ⅱ 

 ・地域社会の構造研究Ⅴ 

 ・比較地域文化論Ⅰ-A(アジア文化) 計 4件 

 

（4）非常勤講師の担当コマの発議・提案について（国文学科） 

 ○担当より資料 5に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・近代文学基礎演習 A・B、国文学史Ⅹ、国文学概論Ⅱ、国文学講読 

  ・近代文学ﾃｰﾏ研究ⅠA・Ⅱ、国文学講読Ⅹ 

  

（5）非常勤講師の担当コマの発議・提案について（社会学科） 

 ○担当より資料 6に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・日本地誌、世界地誌、地歴科教育法 



  

（6）非常勤講師の授業担当科目の取消し・更新について 

 ○担当より資料 6-1、6-2 に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・科目取消し:1件（＊担当教員の病気治療のため） 

 ・科目の更新:18 件（国文学科） 

 

（7）国際交流センター設置案について 

 ○担当より資料 7に基づき説明、審議の結果、提案通り承認。 

 ・国際交流センターは、当面は外国語教育研究室、留学・国大交流室、日本語教育研究室という 3室の

ゆるやかな連合でスタートし、様子を見ながら統合や共通化を行っていく。また、運営規程案の運営

委員会の第6条第2号の各室長には英文学科や比較文化学科の教員が入ってくることを想定している。 

 

（8）地域交流センター運営規程について 

 ○担当より資料 8について説明、審議の結果、継続審議とし地域交流研究センターの名称については再

度常任理事会で話し合い検討する。 
 

 ・第 6条に第 2号として「各部門の活動責任者」を追加。また第 6号の市民代表 1名には、現在は都留

市の活動支援センターのセンター長が委員になっている。 

   

（9）各種委員会名簿について 

 ○担当より資料 9に基づき説明、審議の結果、次回の教授会で学生委員会の委員長を選挙で決めること

を報告。 
   

・就職委員会がキャリア支援センター運営会議と一緒になる関係で、センター運営委員会の委員長をセ

ンター長が行うことになったので（センター長は学長推薦）、今まで互選であった学生委員会の委員

長を選挙で決めることとなった。 

 ・教務委員会の学長補佐は削除。（共通教育委員長が委員として入っており、学長補佐が共通教育委員

長を担っているため。） 

 ・教員養成カリキュラム委員会、教育実習指導委員会、介護等体験指導委員会は、今後はセンター化し

ながら整理をしていきたい。 

 ・国際交流センター運営委員会には、特任教員は委員として参加ができないため各室の会議に参加して

もらう。 

 ・ホームページ WG と評価委員会は、常に動いているのではないので必要に応じて委員会を発足すれば

いいのではと考えている。実際は評価委員会ではなく FD 委員会が動いている。 

 ・法人の委員会として、教育研究審議会を加える。 
 

【今後の課題】 

＊平成 25年度の委員会委員の構成について、特任教員(Aタイプ)が委員会委員になれないことから「公

立大学法人都留文科大学特任教授等の運用内規」を見直す必要があるとの意見があった。 

 （現在の特任教員の経験を活かす為には、それに見合った委員会に属してもらうことが望ましい。また

外国語教育研究センターでは、特任教員の勉強も兼て教務委員会に出席してもらっている。） 

＊資格教育運営委員会には、今後の課題として学芸員に強い先生を配置もしくは委員会に関われるよう

にして欲しい。 

 

(10) 平成 25 年度授業開講科目について 



 ○担当より資料 10 に基づき説明、審議の結果、提案通り承認とし何か疑問点等がある場合は担当へメ

ールにて連絡を行う。 

 

 

報  告 

（1）都留文科大学大学設置整備基本構造検討委員会規則について 

  ○担当より資料 11 に基づき報告、委員構成について意見が出され教務委員長を委員に加えることとな

った。 

 

（2）その他 

  ○次期学科長および都留文科大学今後の在り方検討委員会の委員について、まだ報告が出ていない学

科より報告。第 1回都留文科大学の今後の在り方検討委員会は、12月 12 日（水）午前 10 時より行

う。 


